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追悼 八千草薫さん 

ＨＢＣ制作 八千草薫さん主演ドラマ 

「うちのホンカン」を特別編成 
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10月 24日に亡くなった女優の八千草薫さん。ＨＢＣ制作のドラマにも数多く出演し、北海道とも縁の深い

方でした。ＨＢＣテレビでは八千草薫さんへの哀悼と感謝の意をこめて、数多くの出演作品の中で八千草さん

ご本人も愛されていたＨＢＣ制作「うちのホンカン」（昭和 50年日本民間放送連盟賞 テレビ娯楽部門最優秀

賞）を特別編成します。 

 

◆番組タイトル：八千草薫さん追悼アンコール ドラマ「うちのホンカン」 

・放送日時  11月 10日（日）午後 3時 57分～ 

・出演：八千草薫、大滝秀治、仁科明子（現・亜季子） 

・脚本・原作：倉本聰 

・演出：守分寿男    ※初回放送：1975年（昭和 50年）5月 18日 

 

◆「うちのホンカン」シリーズ 

ＨＢＣが制作し、ＴＢＳ系「東芝日曜劇場」で

1975 年から 1981 年にかけて放送された倉本

聰さん原作・脚本のテレビドラマシリーズ。北海

道の小さな町の交番に勤務する警察官・河西公

吉（故・大滝秀治さん）と、その家族を描いた心

温まる物語。妻・さち役を八千草薫さんが演じま

した。今回、再放送される第一作の「うちのホン

カン」が大好評を博し、以後、全 6 作制作・放送

されたテレビドラマ史に残る傑作シリーズです。 

 

◆八千草薫さん出演のＨＢＣ制作ドラマ 

 「にっぽんのパパ」（1970年 脚本／岩間芳樹、原作／小松左京） 

 「ばんえい」（1973年 脚本／倉本聰） ※1973（昭和４８）年度芸術祭優秀賞 テレビ・ドラマ部門 

 「遠い絵本 第一部・第二部」（1979年 脚本／倉本聰）  など 

 

お問い合わせ：〒060-8501 札幌市中央区北１条西５丁目 ＨＢＣ 北海道放送株式会社 

                             編成局テレビ編成部  （℡：011-232-5862）          

※「ガッチャンコ」とは… 

「くっつける」「ひとつになる」という意味で使われる言葉。

ＨＢＣが、人と人、地域と地域を「つなぐ」存在でありたい  

という願いがこめられています。 
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